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制定：2021 年４月 2 日 

 

不二製油グループサプライヤー行動規範 

  

前文 

 不二製油グループのミッションは、おいしく健康的な食の素材を通して、人々の食の歓びと健康に貢献し

続けることです。このことが、私たちの企業の社会的責任であると考えています。したがって、私たちは、事

業活動を通じて社会に貢献することに努め、すべてのステークホルダーと連携しながら社会の持続可能な

発展を促進します。 

 

私たちにとってサプライヤー様は、SDGｓ（持続可能な開発目標）に代表される持続可能な社会の実

現のための鍵となるパートナーです。私たちはサプライヤー様との共創により、「サプライヤー様」と「当社グル

ープ」、そして「社会」の三者が持続的に発展することを目指します。本サプライヤー行動規範は、持続可

能な社会の実現に向けた継続的な対話と協働の基盤としてお願い事項を定めています。サプライヤー様

には、サプライヤー様の事業活動およびサプライチェーン全体で本サプライヤーコードの実践に努めていただ

きますようお願いいたします。 

 

不二製油グループに原材料・製品やサービスを提供するすべてのサプライヤー様に、この行動規範の遵守

をお願いいたします。本サプライヤー行動規範は当社グループのその他の調達方針（例：責任あるパー

ム油調達方針、責任あるカカオ豆調達方針）の両方について適用となるサプライヤー様については、適

用される全ての当社グループの方針について対応いただきますようお願い申し上げます。 

 

本文 

１．人権尊重 

（１）非差別 

 サプライヤー様には、採用、報酬、昇進、懲戒、解雇または退職などの雇用のあらゆる側面におい

て、人種、肌の⾊、性別、宗教、政治的⾒解、出⾝国、社会的出⾃、年齢、障害、疾病、労働

組合への加⼊および性的指向などを含む、いかなる種類の差別を禁止するようお願いいたします。 

 

（2）労働安全衛生 

 サプライヤー様には、すべての労働者の業務に対して、安全で衛生的な職場を提供するようお願い

いたします。また、サプライヤー様には、労働安全衛生に関して、適用される全ての法律・規制を遵

守するようお願いします。事故や健康被害などの発生を予防するために、サプライヤー様にはリスク管

理のための体制を構築し、定期的に職場における労働安全衛生の危険要素を特定して、適切な

措置を講じるようお願いいたします。サプライヤー様には、労働安全衛生を推進するために、安全教
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育を行い、従業員との対話に最大限努めるようお願いいたします。 

 

（3）労働基準 

 サプライヤー様には、最低賃金、超過勤務、最大労働時間、福利厚生、時間外手当て、休暇に

関係する法令を含む、適用される全ての法令に従って、労働者に対して対価と労働環境を提供す

るようお願いいたします。 

 サプライヤー様には、職場における暴力およびハラスメントを禁止するようお願いいたします。 

 

（4）団体交渉権と結社の自由 

 サプライヤー様には、従業員の結社の⾃由および団体交渉権について認識し、これを尊重するよう

お願いいたします。サプライヤー様には、従業員が脅迫や報復を恐れることなく、国内法に従い、⾃

⼰の選択によって組合活動に参画、または組成できる権利を認め、また、労働組合との建設的な

対話に努めるようお願いいたします。 

 

（5）強制労働11 

 サプライヤー様には、あらゆる形態の強制労働を利用しないようお願いいたします。サプライヤー様に

は、全ての労働者の移動の⾃由を確保するようお願いいたします。また、サプライヤー様には、全ての

労働者が採用や雇用の維持のための費用を課せられることがないようにするとともに、全ての労働者

に対して、雇用条件および労働環境について事前に、労働者が理解できる方法で提示するようお

願いします。さらに、サプライヤー様には、強制労働の禁止に関する方針の明文化をお願いいたしま

す。 

 

（6）児童労働22 

 サプライヤー様には、あらゆる形態の児童労働を利用しないようお願いいたします。サプライヤー様に

は、教育、安全、健康のために子供の権利を尊重し、18 歳未満の児童を危険な労働または夜勤

に従事させないこと、15 歳未満の（あるいは義務教育の年齢に満たない、または、国が定める最

低年齢に満たない）児童を雇用しないことをお願いいたします。また、サプライヤー様には、軽労働と

正規労働に関して国内法で認められた時間を超えて児童を労働させないようにすることをお願いし

ます。さらに、サプライヤー様には、児童労働の禁止に関する方針の明文化をお願いしますとともに、

事業活動が児童労働を利用または加担しないことを確実にするためにリスクを特定し、予防処置を

とっていただくようお願いします。 

 

 

1 強制労働は、「処罰される脅威の元で強要され、その人が⾃発的に申し出ていない、全ての仕事またはサービス」を指し

ます。これは ILO 条約第 29 号に基づきます。 

2 児童労働は、「子供が教育を受ける機会を奪い、子供の発達に損害を与えるなど、早すぎる年齢で行われる仕事」を

指します。詳細な定義は ILO 条約第 138 号および 182 号に基づきます。 
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（7）地域コミュニティ 

 サプライヤー様には、地域社会との共存・共栄を目指し、コミュニケーションに基づく良好な関係の維

持に努めていただくようお願いします。サプライヤー様には、先住民および現地住民の土地所有権を

尊重するようお願いいたします。先住民・原住民が集団的又は慣習的な権利を有する土地で、サ

プライヤー様が事業を行おうとする際は、先住民・原住民がそのことに対して「⾃由意志によってかつ

事前の十分な情報に基づいて、同意の判断を行う権利を有すること」を認識し、この権利を尊重い

ただくようお願い致します。 

 

２．食の安全・品質 

（1）食の安全・品質 

 サプライヤー様には、安定的な供給体制の下、原材料・製品・サービス及び情報を当社グループに

提供いただきますようお願いいたします。サプライヤー様には、原材料・製品・サービスについて品質お

よび食品安全マネジメント体制を構築するようお願いいたします。サプライヤー様には、当社グループ

が求める物性および品質、納期の遵守を保証し、重金属類、農薬類等の微量成分、微生物等に

おいて食品の安全と品質に関する適用される全ての法令の遵守をお願いいたします。 

 

３．環境保全 

（1）環境影響 

 サプライヤー様には、大気、水、森林、生物多様性などの環境資源の保全と持続可能な方法での

利用を積極的に推進するようお願いいたします。具体的に、以下の取り組みをお願いいたします。 

‐ 環境マネジメントシステムの構築・運用 

‐ 環境に及ぼし得る影響の評価、特定した負の影響に対する緩和措置の実施、および進捗のモ

ニタリング 

 サプライヤー様には、水資源の有限性を認識し、水資源の利用が環境および地域コミュニティに対し

て与える負の影響の特定と低減に努めるようお願いします。サプライヤー様には、水の供給と排水の

品質、水源、および量を管理し、水の消費量低減に努めるとともに、水質汚染を防止いただくようお

願いいたします。 

 サプライヤー様には、環境に関する有害性、物理化学的危険性や健康に対する有害性について危

険有害性度を定めた GHS3の基準にもとづいて作成された安全データシート等に沿って、適切に化

学物質の管理を行っていただき、また、環境に関する適用される全ての法令を遵守するようお願い

いたします。 

 

（2）低炭素に向けた取り組み 

 
3  GHS（Globally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals）とは、化学品の

危険有害性（ハザード）ごとの分類基準及びラベルや安全データシートの内容を調和させ、世界的に統一されたルールと

して提供するものです。 
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 サプライヤー様には、温室効果ガス排出量を削減するために継続的に対策を講じますようお願いい

たします。サプライヤー様には、事業活動全体を対象に温室効果ガス排出量を算定いただき、当社

グループからのリクエストがあれば、情報提供に協力いただくようお願いいたします。 

 サプライヤー様には、再生可能エネルギーの利用促進、並びに、エネルギーの効率的利用（省エ

ネ）を積極的に推進するようお願いいたします。 また、森林破壊ゼロに資する活動を推進するよう

お願いいたします。 

 

４．誠実で公正なビジネス  

（1）法令遵守 

 サプライヤー様には、贈収賄、汚職、独占禁止、貿易規制分野を含む、適用される全ての法令を

遵守するようお願いいたします。サプライヤー様には、市場での⾃由な競争を制限する活動、または

不正な利益の供与と受領に関与しないようお願いいたします。 

 

（2）情報セキュリティとプライバシー 

 サプライヤー様には、個人情報・機密情報を適切に保護するための管理体制を構築し、情報漏洩

を防止するようお願いいたします。 

 

５．リスクマネジメント 

（1）リスクマネジメント・BCP 

 サプライヤー様には、リスク管理体制を構築し、リスクの低減・回避に努めるようお願いいたします。大

規模災害や感染症の流行等の予期せぬクライシス発生時においては、サプライヤー様には迅速な

対応により原材料・製品あるいはサービスの供給継続をお願いします。サプライヤー様には、クライシ

ス発生に備え、BCP（Business Continuity Plan:事業継続計画）を策定いただきたくお願い

します。サプライヤー様には、リスク管理の一環として、気候変動がビジネスに与え得る影響、および

生産等で水を利用する拠点の流域の水リスクについても評価し、事業継続のための適切な処置を

講じていただくようお願いいたします。 

 

６．救済の仕組み 

（1）救済の仕組み 

 サプライヤー様には、従業員をはじめとしたステークホルダーから、負の影響に関する懸念を受け付け

るための、公平で透明性のある救済の仕組みを導⼊するようお願いいたします。救済の仕組みとし

て、内部通報制度や苦情処理メカニズムなどが挙げられます。サプライヤー様には、救済の仕組みが

その対象となるステークホルダーに認知されるように努めていただきますようお願いいたします。サプライ

ヤー様には、救済の仕組みにおいて、苦情提起者に対する報復を禁止するとともに、救済の仕組み

の利用者であるステークホルダーとの建設的な対話の継続に努めるようお願いいたします。 
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サプライヤー行動規範の実践とコミュニケーション 

 サプライヤー様には、不二製油グループのサプライヤー行動規範の本文に定める事項の遵守を目指

し、社内の管理体制を構築するようお願いいたします。管理体制には、責任者の設置、および適切

な教育やトレーニングの提供を含みます。 

 サプライヤー行動規範の内容とサプライヤー様に対して適用される国内法との間に相違が生じる場

合は、サプライヤー様には、国内法に抵触しない範囲で本規範の趣旨を最大限尊重する方策を追

及いただきますようお願いいたします。 

 サプライヤー行動規範について、サプライチェーン全体で推進するために、サプライヤー様には、サプラ

イヤー行動規範の本文に定める事項について賛同し、この実践に努めていただける事業者様とのお

取引に努めていただくようお願いいたします。サプライヤー行動規範あるいは同等の内容の文書を、

サプライチェーンのさらに上流の事業者様に対して共有・伝達いただくようお願いいたします。 

 本サプライヤー行動規範の本文に関連する事項について、不二製油グループとの取引関係に重大

な影響を及ぼし得る事象が発生した際には、サプライヤー様にはその調査や改善について、適時に

不二製油グループに協力いただくようお願いします。 

 不二製油グループは、本サプライヤー行動規範の本文に定める事項の進捗と遵守に関する、サプラ

イヤー様との双方向での、継続的な対話を希望します。サプライヤー様は、不二製油グループからの

リクエストに応じて、透明性のあるコミュニケーションに努めていただくようお願いいたします。また、本サ

プライヤー行動規範に関して、不二製油グループに対する質問や意⾒などがあれば、遠慮なくご連

絡いただきますようお願いします。 

 

参考資料 

本サプライヤー行動規範の策定にあたり、以下のガイドラインを参考にしています。 

 国際人権章典 

世界人権宣言 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/udhr/1b_001.html 

国際人権規約 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kiyaku/index.html 

 国連 ビジネスと人権指導原則 

https://www.unic.or.jp/texts_audiovisual/resolutions_reports/hr_council/ga_r

egular_session/3404/ 

 ILO 宣言・条約  

労働における基本的原則及び権利に関する宣言 https://www.ilo.org/tokyo/about‐

ilo/WCMS_246572/lang‐‐ja/index.htm 

29 号条約（強制労働条約） 

https://www.ilo.org/tokyo/standards/list‐of‐

conventions/WCMS_238207/lang‐‐ja/index.htm 

138 号条約（最低年齢条約）https://www.ilo.org/tokyo/standards/list‐of‐

conventions/WCMS_239041/lang‐‐ja/index.htm 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/udhr/1b_001.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kiyaku/index.html
https://www.unic.or.jp/texts_audiovisual/resolutions_reports/hr_council/ga_regular_session/3404/
https://www.unic.or.jp/texts_audiovisual/resolutions_reports/hr_council/ga_regular_session/3404/
https://www.ilo.org/tokyo/about-ilo/WCMS_246572/lang--ja/index.htm
https://www.ilo.org/tokyo/about-ilo/WCMS_246572/lang--ja/index.htm
https://www.ilo.org/tokyo/standards/list-of-conventions/WCMS_238207/lang--ja/index.htm
https://www.ilo.org/tokyo/standards/list-of-conventions/WCMS_238207/lang--ja/index.htm
https://www.ilo.org/tokyo/standards/list-of-conventions/WCMS_239041/lang--ja/index.htm
https://www.ilo.org/tokyo/standards/list-of-conventions/WCMS_239041/lang--ja/index.htm
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182 号条約（最悪の形態の児童労働条約）

https://www.ilo.org/tokyo/standards/list‐of‐

conventions/WCMS_238996/lang‐‐ja/index.htm 

 ILO&IOE Child labour guidance tool for business ※英語 

https://www.ilo.org/ipec/Informationresources/WCMS_IPEC_PUB_27555/lan

g‐‐en/index.htm 

 先住民族の権利に関する国連宣言 ※英語 

https://www.un.org/development/desa/indigenouspeoples/wp‐

content/uploads/sites/19/2018/11/UNDRIP_E_web.pdf 

 OECD 多国籍企業行動指針  

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/csr/housin.html 

 国連グローバル・コンパクトの 10 原則 

https://www.ungcjn.org/gc/principles/index.html 

 GRI（Global Reporting Initiative）スタンダード 

https://www.globalreporting.org/how‐to‐use‐the‐gri‐standards/gri‐standards‐

japanese‐translations/ 

 対話・救済ガイドライン  

https://www.bhrlawyers.org/erguidelines 

 Globally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals 

http://www.env.go.jp/chemi/ghs/ 

 パリ協定（2015 年） 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/ila/et/page24_000810.html 

 生物多様性条約 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/jyoyaku/bio.html 
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https://www.ilo.org/ipec/Informationresources/WCMS_IPEC_PUB_27555/lang--en/index.htm
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